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社
甫

「
詠
懐
古
跡
五
首
」
之
三

|
|
「
王
昭
君
」
像
の
形
成
と
向
居
易
の
継
承
|
|

西

富

美

子

ネす

は

じ

め

社
甫
に
「
詠
懐
古
跡
」
と
題
す
る
五
首
連
作
の
詩
が
あ
る
。
大
暦

元
年
(
七
六
六
)
五
十
五
歳
の
時
の
作
で
、
主
と
し
て
長
江
の
刑
州

(
江
陵
)
よ
り
上
流
の
一
一
一
峡
の
古
跡
及
び
局
の
劉
備
・
諸
葛
孔
明
廟

(
四
川
省
)
を
題
材
に
し
た
詩
で
あ
る
。
だ
が
、
首
時
杜
甫
は
憂
州

(
四
川
省
奉
節
豚
)
に
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
古
跡
を
訪
れ
る
前
の

自
身
の
想
像
に
基
づ
く
作
か
、
後
に
大
暦
三
年
(
七
六
八
)
長
江
を

下
っ
て
こ
れ
ら
の
古
跡
に
賓
際
に
行
っ
た
時
に
作
り
、
後
日
長
江
の

「
古
跡
」
閥
連
の
詩
を
一
括
し
て
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
の
詩
に
ま
と

め
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
五
首
の
詩
は
こ
の
よ
う
に
制
作
時
期
、
事
情
に
問
題
を
建
す

が
、
本
稿
で
は
五
首
の
第
三
首
「
草
山
高
霊
赴
刑
門
」
に
つ
い
て
の

私
見
を
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
の
詩
は
、
杜

甫
の
詩
の
中
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
詩
だ
が
、

五
首
の
各
詩
に
つ

い
て
簡
単
に
そ
の
内
容
を
提
示
し
て
お
け
ば
、

「
支
離
東
北
風
塵
際
」

「
揺
落
深
知
宋
玉
悲
」

「
群
山
高
霊
赴
刑
門
」

四

「
局
主
窺
呉
幸
一
一
一
峡
」

五

「
諸
葛
大
名
垂
宇
宙
」

。

北
周
の
詩
人
庚
信
の
古
跡
に
つ
い
て

の
詠
懐
。

宋
玉
の
故
宅
に
つ
い
て
の
詠
懐
。
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王
昭
君
の
古
跡
・
昭
君
村
に
つ
い
て

の
詠
懐

局
の
先
主
廟
・
武
侯
廟
に
つ
い
て
の

詠
懐
諸
葛
廟
・
孔
明
に
つ
い
て
の
詠
懐

先
ず
こ
の
論
稿
で
取
り
あ
げ
る
第
三
首
の
詩
を
奉
げ
て
お
く
と
、



詠
懐
古
跡
五
首
之

群
山
高
叡
一
一
赴
刑
門

生
長
明
妃
向
有
村

一
+
玄
紫
牽
連
朔
漠

濁
留
青
塚
向
黄
昏

書
一
固
省
識
春
風
面

環
楓
空
開
月
夜
魂

千
歳
琵
琶
作
胡
語

分
明
怨
恨
曲
中
論

詠
懐
古
跡
五
首
の

群
山

刑
門
に
赴
く

高
室

~~明
た妃
ぴを
紫生
墓長
をす
去
れ
ば
向
お
村
有
り
朔
漠
連
な
り

主濁
固り

省i?Z
4 啄
fEきを
ヲ留
め
て
頁

昏

向
か
っ

春
風
の
面

環
相
川

空
し
く
時
る

月
夜
の
魂

分
明

怨琵
恨琶
をは
曲胡
中三五
日口

にを
論作
ず、①し

千
歳

の
意
は
諸
説
あ
る
が
、

「
詠
懐
古
跡
五
首
」
の
詩
は
す
べ
て
七
言
律
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩

な
ら
ぴ
立
つ
群
山
、
多
く
の
谷
が
刑
門
山
に
向
か
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
「
明
妃
」
の
生
ま
れ
育
っ
た
村
が
今
も
な
お
あ
る
。
漠

の
宮
殿
を
去
っ
て
し
ま
う
と
、
先
は
ど
こ
ま
で
も
北
方
の
沙
漠

，
「

Jν

守
令
-
ふ
l
ノ
、
よ
一
。

ヲ

4
争

J
'
u
ナ
/

が
つ
づ
い
て
い
て
、
た
だ
黄
昏
ど
き
に
「
青
塚
」
を
留
め
て
い

春
の
美
し
い
顔
は
「
童
旦
園
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
の
だ
が
、

杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
之
三
(
西
村
)

腰
の
環
楓
を
鳴
ら
し
て
月
夜
に
空
し
く
魂
が
蹄
漢
す
る
よ
う
な

」
と
に
な
っ
た
の
だ
。
千
年
後
も
琵
琶
に
あ
わ
せ
た
「
胡
五
巴

の
よ
う
な
歌
詞
で
、
は
っ
き
り
と
「
怨
恨
」
の
思
い
を
曲
中
で

述
べ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

最
初
の
二
句
は
、
明
妃
の
生
ま
れ
育
っ
た
村
(
昭
君
村
)
、
次
の

三
・
四
句
は
、
北
漢
の
旬
奴
で
浸
し
た
明
妃
の
墓
「
青
塚
」
、
を
述

べ
る
。
五
・
六
句
は
、
重
工
の
筆
先
に
よ
る
旬
奴
へ
の
西
(
北
)
嫁

と
死
後
魂
と
な
っ
て
時
漢
し
た
生
前
・
死
後
の
非
運
、
最
後
の
七
・
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八
句
に
は
、
胡
語
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
琵
琶
の
歌
詞
が
永
遠
に
昭
君

の
「
怨
恨
」
の
念
を
曲
中
で
語
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

さ
ら
に
こ
の
詩
は
、
前
半
と
後
半
の
二
つ
に
分
断
す
る
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
す
な
わ
ち
前
竿
の
四
句
は
明
妃
の
悲
劇
を
象
徴
す
る

「
村
」
と
北
漠
の
「
青
塚
」
の
二
つ
の
古
跡
、
後
半
の
四
句
は
史
賓

や
惇
説
に
よ
っ
て
停
え
ら
れ
る
生
前
死
後
の
不
幸
な
運
命
と
今
も
停

え
ら
れ
る
琵
琶
の
「
怨
恨
の
曲
」
、
を
遮
べ
る
こ
と
で
、
明
妃
へ
の

哀
悼
の
意
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
妃
は
死
ん
だ
が
今
も
現
存
す
る
出
生
地
の
村
、
北
漠
の
地
に
あ
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る
墓
「
青
塚
」
、

」
の
二
つ
の
古
跡
に
は
漢
土
と
異
域
旬
奴
の
封
照

的
な
相
違
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
生
前
は
歪
曲
さ
れ
た
童
園
、
死
後

は
不
本
意
な
魂
の
蹄
漢
、
と
百
八
十
度
韓
換
し
た
生
と
死
の
不
運
な

宿
命
を
琵
琶
の
曲
に
託
し
た
、
と
杜
甫
は
詠
じ
た
の
だ
と
解
穫
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
詩
は
「
王
昭
君
」
の
こ
と
を
詠
っ
た
も
の

だ
が
、
詩
に
は
「
王
昭
君
」
「
昭
君
」
で
な
く
「
明
妃
」

の
語
を
用

ぃ
、
ま
た
「
明
妃
」
が
「
生
長
」
し
た
「
村
」
と
表
現
し
、
「
昭
君

村
」
の
名
稽
は
用
い
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
杜
甫
の
何
ら
か
の
意
園

③
 

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
杜
甫
の
詩
に
は
他
に
幾
つ
か
の
間
題
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ

る
。
た
と
え
ば
王
昭
君
の
墓
を
「
青
塚
」
と
い
う
の
も
社
甫
以
前
に

あ
ま
り
例
を
見
な
い
語
で
あ
り
、

五
句
目
の
「
省
識
」

や
「
春
風

面
」
な
ど
は
従
来
の
解
稗
で
は
分
明
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
六

句
日
の
「
月
夜
の
魂
」
は
封
語
と
し
て
も
あ
ま
り
遁
切
で
は
な
く
、

典
擦
あ
る
い
は
前
例
の
存
在
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
七
・
八
句
の
二
句
に
は
最
大
の
疑
問
が
蔑
さ
れ
て
い
る
。

歌
詞
が
「
胡
一
立
巴
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
「
恐
恨
」
の
念
い
を
こ
め
た

琵
琶
の
曲
が
、
「
琴
操
』
以
来
惇
え
ら
れ
る
王
昭
君
自
作
の
「
怨
思

之
歌
」
と
い
う
通
説
は
果
た
し
て
安
首
だ
と
圭
一

等
生
寸
で
あ
る
。

次
に
前
半
の
四
句
、
後
半
の
四
句
、
に
つ
い
て
順
次
述
べ
て
い
く

」
と
に
す
る
。

一一寸

明

妃

先
に
指
摘
し
た
こ
れ
ら
の
疑
問
あ
る
い
は
問
題
賭
に
封
し
て
可
能

な
限
り
筆
者
の
私
考
を
遮
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
先
ず
「
明
妃
」
に

98 

つ
い
て
は
、
王
昭
君
を
「
明
妃
」
と
表
現
す
る
の
は
お
そ
ら
く
次
に

奉
げ
る
梁
の
江
流
(
ハ
子
は
文
通
)
の
「
恨
賦
」
(
『
文
選
』
虫
色
十
六
・
哀

傷
)
に
見
え
る
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
か
。

若
夫
明
妃
去
時
、
仰
天
太
息
。
紫
蓋
梢
遠
、
闘
山
無
極
。

揺
風
忽
起
、
白
日
西
匿
。
臨
属
少
飛
、
代
雲
寡
色
。
望
君
王
今
何

期
、
終
蕪
絶
分
異
域
。

夫
の
明
妃
去
り
し
時
、
天
を
仰
い
で
太
息
す
る
が
若
き
は
、
紫

ょ
う
や

蓋
棺
く
遠
く
、
開
山
極
ま
り
無
し
。



揺
風
忽
ち
起
こ
り
、
白
日
西
に
匿
る
。
臨
属
飛
ぶ
こ
と
少
な
く
、

す

く

な

つ

い

代
雲
色
寡
し
。
君
王
を
望
む
も
何
ぞ
期
あ
ら
ん
。
終
に
異
域

ぷ
ぜ
つ

に
蕪
絶
す
。

こ
の
「
恨
の
賦
」
は
、
「
恨
み
」
を
残
し
て
死
ん
だ
歴
史
上
の
人

物
を
題
材
と
す
る
「
賦
」
だ
が
、
秦
始
皇
帝
、
漢
の
李
陵
に
次
い
で

「
王
昭
君
」
を
詠
っ
て
い
る
。
車
に
「
明
妃
」
の
語
の
先
例
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
菅
の
石
崇
の
「
王
明
君
詞
」
と
と
も
に
、
杜
甫
も
含

め
て
後
の
「
王
昭
君
」
闘
連
の
作
品
に
影
響
を
輿
え
て
い
る
節
が
あ

る
。
「
明
妃
」

の
語
は
、
唐
代
で
は
陳
子
昂
の
「
居
延
海
樹
に
鷲
聾

を
聞
き
同
に
作
る
」
の
詩
に
、
「
明
妃
漢
寵
を
失
し
、
察
女
胡
塵
に

i交
す

の
匂
が
あ
り
、
李
白
の
「
王
昭
君
」

の
詩
に
も
「
漢
家
秦

地
の
月
、
流
影
明
妃
を
照
ら
す
、
:
:
:
漢
月
還
た
東
海
よ
り
出
で
、

明
妃
西
に
嫁
し
て
来
る
日
無

Li---o
」
や
他
の
詩
に
も
「
明
妃
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
更
に
白
居
易
に
は
「
王
昭
君
」
を
題
材

に
し
た
詩
が
多
い
の
だ
が
、
「
明
妃
」

「
青
塚
」

の
吐
討
の

の
証
聞
は

「
何
ぞ
乃
ち
明
妃
が
命
、
濁
り
書
一
工
の
手
に
懸
か
れ
る
o
」
以
外
に

④
⑤
 

も
、
「
明
妃
」
の
語
が
見
受
け
ら
れ
る
。

杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
之
三
(
西
村
)

王
昭
君
の
呼
稽
に
つ
い
て
は
、
「
王
婚
」
は
、
『
漢
書
』
巻
九
・
元

帝
紀
、
「
琴
操
』
「
昭
君
怨
」
。
「
西
京
雑
記
』
巻
二
、
「
一
幣
代
名
書
一
記
』

巻
固
な
ど
。
「
王
婚
、
字
昭
君
」
は

『
漢
書
』
巻
九
十
四
下
・
旬
奴

停
。
「
王
昭
君
」
は

「
後
漢
書
』
南
旬
奴
惇
。
「
王
明
君
」
は
石
崇

「
王
明
君
詞
」
、

『
世
説
新
一
詰
』
賢
媛
篇
な
ど
。
「
昭
君
」
は

『
西
京

雑
記
』
巻
二
、

『
後
漢
書
」
巻
九
十
四
・
南
旬
奴
停
、

『
歴
代
名
董

記
』
巻
固
な
ど
。
「
昭
君
、
字
は
婚
」
は

『
後
漢
書
』
巻
九
十
四
・

南
旬
奴
惇
。
「
明
君
」
は

『
世
説
新
王
巴
賢
媛
篇
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
「
明
君
」
「
昭
君
」
そ
し
て
「
明
妃
」
な
ど
も
「
楽
府
詩
」
に
見

A
E
 

え
る
が
、
「
王
明
妃
」
の
名
稽
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
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「
l
妃
」
を
件
、
っ
こ
の
「
明
妃
」
は
他
の
呼
稽
と
は
異
な
り
皇
后

に
次
ぐ
後
宮
の
階
級
「
妃
」
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
り
他
の
固
有
の
人

稽
を
あ
ら
わ
す
の
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
「
明
妃
」

の
詩
語
は
梁

の
江
流
に
始
ま
る
の
だ
ろ
う
が
、
唐
代
に
入
っ
て
「
明
妃
」
の
持
つ

意
味
の
饗
化
、
同
時
に
「
王
昭
君
」
像
に
釘
す
る
意
識
愛
化
の
一
つ

の
現
象
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
漢
土
か
ら
異
域
に
嫁
し
て

生
涯
を
終
え
た
女
「
王
昭
君
」
で
は
な
く
、
漢
王
朝
の
後
宮
の
「
王

明
妃
」

の
悲
劇
な
の
で
あ
る
。
「
明
妃
」
の
語
に
は
異
民
族
に
嫁
し
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た
女
と
し
て
よ
り
、
漢
帝
国
の
後
宮
の
「
妃
」
と
し
て
位
置
づ
け
る

意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
王
昭
君
」
に
闘
す
る
作

品
の
多
く
が
印
刷
ポ
府
詩
の
流
れ
の
一
環
と
し
て
作
ら
れ
る
中
で
、
社
甫

の
「
詠
懐
古
跡
之
三
」
は
七
言
律
詩
五
首
の
一
首
と
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
杜
甫
の
詩
は
以
後
の
「
王
昭
君
」
関
連
の
詩
に

何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
換
言
す
れ
ば
後
代
の
詩
人
が
「
王
昭

君
」
像
形
成
の
規
範
と
考
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ち
な
み
に
、
『
築
府
詩
集
』
に
見
え
る
「
王
昭
君
」
の
呼
稽
に
閲

す
る
も
の
は
、
「
王
明
君
」
、
「
王
昭
君
」
、
「
明
君
」
、
「
昭
君
」
、
「
明

妃
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
「
梁
府
題
」
に
は
、
こ
れ
以
外
に
「
明
君

詞
」
「
昭
君
歎
」
「
昭
君
怨
」
「
明
妃
怨
」
が
あ
り
、
宋
代
に
な
る
と

欧
陽
修
や
王
安
石
の
「
明
妃
曲
」
群
が
「
築
府
詩
」
に
加
わ
る
。

『
築
府
詩
集
』
に
は
「
築
府
題
」
と
し
て
「
明
妃
曲
」
は
無
い
が
、

「
明
妃
由
」
の
詩
題
は
唐
代
に
も
す
で
に
あ
り
、
た
と
え
ば
『
梁
府

詩
集
」
巻
二
十
九
に
牧
め
る
儲
光
義
の
「
王
昭
君
」
、
王
位
の
「
明

君
詞
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
明
妃
由
」
四
首
の
一
首
、
ま
た
「
明
妃

曲
」
(
巻
十
九
・
相
和
歌
辞
)
と
し
て
「
全
唐
詩
』
に
見
え
る
も
の
で

あ
る
。

昭

君

キナ

先
に
遮
べ
た
よ
う
に
、
前
半
の
四
句
は
出
生
の
「
村
」
と
死
後
の

「
青
塚
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
詩
に
は
「
向
お
村
有
り
」

と
の
み
で
「
昭
君
村
」
の
名
を
記
し
て
い
な
い
。
だ
が
「
昭
君
村
」

の
名
稽
は
「
負
薪
行
」
の
詩
に
見
え
て
お
り
、
美
人
輩
出
の
村
と
し

て
最
後
の
四
句
に

面
粧
首
飾
雑
時
痕
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地
編
衣
寒
困
石
根

若地面
し編Z粧
E区に首
山衣飾
の寒
女く
轟そし

醜与三
守最

よ品i
A旦し
わ ι

ば U

時
痕
を
雑
、
っ

若
遁
亙
山
女
羅
醜

何
得
此
有
昭
君
村

何
ぞ
此
に
昭
君
村
有
る
こ
と
を
得
ん

と
、
故
意
に
醜
女
に
書
一
か
れ
た
昭
君
の
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
を
し

て
い
る
。
こ
の
「
負
薪
行
」
の
詩
も
「
詠
懐
古
跡
」
と
同
時
期
の
作

で
あ
る
。

ま
た
「
大
暦
三
年
春
、
白
帝
城
よ
り
船
を
放
ち
塵
唐
峡
を
出
ず
。

き

ふ

ゆ

久
し
く
要
府
に
居
り
、
特
に
江
陵
に
適
か
ん
と
し
て
漂
泊
、
詩
有
り
、



け
ん
み
よ
う

凡
そ
四
十
韻
」
の
長
篇
の
詩
の
句
に
も
「
神
女
峰
絹
妙
な
り
、
昭

ゅ
う
む

君
宅
有
無
。
曲
留
め
ら
れ
て
怨
惜
を
明
ら
か
に
す
、
夢
蓋
き
て
歓
娯

の
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。

を
失
す
」
と
、
「
昭
君
宅
」
及
び
昭
君
自
作
の
「
怨
惜
(
別
)
」
の
曲

」
の
「
昭
君
村
」
を
詠
ん
だ
詩
と
し
て
は
、
白
居
易
の
「
昭
君
村

を
過
ぎ
る
」
の
詩
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
村
は
蹄
州
の
束

北
四
十
里
に
在
り
。
」
の
自
注
が
あ
る
。

過
昭
君
村

霊
珠
産
無
種

彩
雲
出
無
根

亦
如
彼
妹
子

生
此
還
阻
村

至
麗
物
難
掩

謹
選
入
君
門

濁
美
衆
所
嫉

終
棄
於
塞
垣
」

唯
此
希
代
色

昭
君
村
産を
す過
るぎ
にる
叩内(

主主7 巻

'と十
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霊
珠

此亦
のた
退か彼
阻号の出
の妹ゐず
村子しる
にのに
生如根
まき無
るし

一
円
杉
晋
一
百

至
麗
に
し
て
物
掩
い
難
く

遠
か
に
選
ば
れ
て
君
門
に
入
る

終濁
にり
塞R美
垣えな
にる
棄は
て衆
らの
る嫉
む
所

」一

杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
之
三
(
西
村
)

唯
だ
此
の
希
代
の
色

畳
無
一
一
顧
恩

事
排
勢
須
去

不
得
由
至
隼

白
黒
既
可
愛

丹
青
何
足
論

克
埋
代
北
骨

不
返
巴
東
魂
」

惨
潅
晩
雲
水

依
稀
奮
郷
園

餌
姿
化
己
久

但
有
村
名
存

村
中
有
遺
老

指
貼
矯
我
言

不
取
往
者
戒

恐
胎
来
者
菟

至
今
村
女
面

焼
灼
成
癒
痕
」

畳
に
一
顧
の
恩
無
か
ら
ん
や

事
排
し
て
勢
い
須
く
去
る
べ
し

至
隼
に
由
る
を
得
、
ず

ム日里…

既
に
嬰
ず
べ
し

何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん

克己丹
に青
代
北

よ亘.
H 

を
埋
め

巴
東
に
魂
を
返
さ
ず

耕日依u惨
姿し稀き港
化たた
しりり
て
己

久
し

晩
雲
水

奮
郷
園

但
だ
村
名
の
存
す
る
有
り

村
中
に
遺
老
有
り

指
酷
し
て
我
が
矯
に
言
う

恐往
ら者
くの
は戒
来め
者を
の取
寛えら
をず
目白2ん
さ l工
ん

今
に
至
る
ま
で
村
女
の
面

焼
灼
し
て
糠
痕
を
成
す
と

L L 
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冒
頭
は
「
王
昭
君
」

の
後
宮
入
り
の
経
緯
か
ら
始
ま
る
。
「
塞
垣

に
棄
て
ら
る
」
と
旬
奴
王
に
遣
ら
れ
る
こ
と
を
「
棄
」
と
表
現
す
る
。

次
に
「
一
顧
の
恩
」
は
李
夫
人
の
「
北
方
に
佳
人
有
り
、
絶
世
に
し

て
濁
り
立
つ
。

一
た
び
顧
み
れ
ば
城
を
傾
け
」
に
基
づ
き
、
「
丹
青
」

の
語
は
「
国
書
こ
と
同
じ
意
味
で

『
西
京
雑
記
』
等
を
背
景
と
し
、

「
巴
東
に
魂
を
返
さ
ず
」
は
、
社
詩
の
「
環
楓
空
し
く
踊
る
月
夜
の

魂
」
の
昭
君
の
「
魂
」
だ
が
、
杜
甫
と
は
異
な
り
「
魂
」
の
蹄
漢
も

否
定
す
る
。

最
後
は
「
昭
君
」
死
後
の
「
昭
君
村
」
の
現
状
、
「
焼
灼
の
面
」

の
風
習
を
語
る
。
内
容
は
三
段
階
構
成
で
、
最
初
の
八
句
は
王
昭
君

の
故
事
を
、
次
の
八
句
は
天
子
の
意
志
で
は
な
く
僑
作
の
書
一
園
の
せ

い
で
旬
奴
で
死
し
、
故
郷
の
巴
東
に
は
「
返
魂
」
し
な
か
っ
た
悲
劇

を
述
べ
、
最
後
に
昭
君
の
死
後
八
百
年
ほ
ど
の
長
い
年
月
だ
が
村
の

名
は
現
存
し
、
村
の
故
老
の
口
を
借
り
て
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る

悲
惨
な
「
焼
灼
」
の
村
の
風
習
を
語
ら
せ
て
、
杜
甫
の
詩
に
見
え
る

「
昭
君
村
」
の
賓
態
の
具
樫
的
な
解
明
を
一
歩
進
め
て
い
る
。

こ
の
「
昭
君
村
」
の
詩
は
、
元
和
十
四
年
(
八
ム
九
)
、
江
州
刺
史

か
ら
忠
州
刺
史
に
轄
任
の
途
次
の
作
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
年
に
「
王

じ
た
内
容
で
あ
る
。

昭
君
」
に
閲
す
る
詩
を
作
っ
て
い
る
が
、
「
昭
君
村
」
の
春
景
を
詠

題
峡
中
石
上

京
一
女
廟
花
紅
似
粉

昭
君
村
柳
翠
於
眉

誠
知
老
去
風
情
少

見
此
争
無
一
句
詩

「
主
円

峡
中
の
石
上
に
題
す
(
巻
十
七
・
雌
)

亙
女
廟
の
花
は
紅
な
る
こ
と
粉
に
似
た
り

昭
君
村
の
柳
は
眉
よ
り
も
翠
な
り

誠
に
知
る

老
い
去
り
て
風
情
の
少
な
き

;み
によ此

れ
を
見
て

争
で
か
一
句
の
詩
無
か
ら
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ん塚

次
に
、
社
甫
の
詩
の
第
四
句
の
「
青
塚
」
だ
が
、
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
昭
君
の
墓
を
「
青
塚
」
と
明
言
す
る
の
は
杜
甫
の
こ
ろ
か
ら

『
蹄
州
園
経
』

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
ル

l
ツ
は
恐
ら
く
仇
兆
驚
も
引
用
す
る

の
「
遺
地
白
草
多
し
。
昭
君
の
塚
濁
り
青
し
。
郷
人

之
を
思
い
て
、
話
に
廟
を
香
渓
に
立
つ
。
」
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、

「
青
塚
」
の
語
は
用
い
て
い
な
い
。
李
白
の
「
王
昭
君
」
の
詩
に
も



「
青
塚
」

の
語
は
見
え
杜
甫
の
詩
と
類
似
す
る
貼
も
多
く
、
「
王
昭

⑦
 

君
」
を
詠
じ
た
詩
で
は
評
慣
が
高
い
。

王
昭
君
二
首
之
一

漢
家
秦
地
月

流
影
照
明
妃

一
上
玉
闘
遁

天
涯
去
不
蹄

漢
月
還
従
東
海
出

明
妃
西
嫁
無
来
日

燕
支
長
寒
雪
作
花

蛾
眉
慌
惇
浸
胡
沙

生
乏
黄
金
柾
園
童

死
留
青
塚
使
人
嵯

王
昭
君
二
首
の
一

李
白

漢
家

秦
地
の
月

流
影

明
妃
を
照
ら
す

一
た
び
玉
闘
の
遁
に
上
れ
ば

天
涯

去
っ
て
蹄
ら
ず

漢
の
月
は
還
た
東
海
よ
り
出
ず
る
も

燕工明
支L 妃
はは
長西
えに
に嫁
寒し
くて
し来
てた
る
日
鉦

し

雪
は
花
を
作

し蛾
眉
は
樵
悼
し
て

胡
沙
に
浸
す

生
き
て
は
黄
金
に
乏
し
く
し
て

園
を
柾

げ
て
重
か
れ

死
し
て
は
青
塚
を
留
め
て

人
を
し
て
唾

か
し
む

杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
之
三
(
西
村
)

漢
朝
の
長
安
の
月
、
月
光
が
王
昭
君
を
照
ら
し
て
い
る
。

度
玉
閲
へ
の
遁
中
に
出
て
し
ま
え
ば
、
天
の
果
て
の
地
で
も
う

蹄
つ
て
は
こ
な
い
。

漢
の
月
は
束
の
海
か
ら
出
て
く
る
が
、
王
昭
君
は
西
の
方
へ

嫁
し
て
も
う
や
っ
て
来
る
日
も
な
い
。

北
方
は
い
つ
ま
で
も
寒
く
て
、
雪
が
花
の
よ
う
で
あ
り
、
美

し
い
人
は
や
つ
れ
は
て
て
、
胡
の
沙
漠
で
浸
し
て
し
ま
っ
た
。

生
き
て
い
た
時
は
黄
金
が
無
く
て
給
を
ち
が
っ
た
風
に
董
か

れ
、
死
ん
で
し
ま
う
と
青
塚
を
世
に
残
し
て
人
を
嘆
か
せ
る
。
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昭
君
挽
玉
鞍

上
馬
暗
紅
頬

昭
君

玉
鞍
を

紅~ .j:<弗

頬;い
を
時

馬
に
上
り
て

今
日
漢
宮
人

今
日

漢
宮
の
人

明
朝
胡
地
妾

明
朝

胡
地
の
妾

王
昭
君
は
玉
で
飾
っ
た
馬
の
鞍
を
梯
い
、
馬
に
乗
っ
て
紅
で
化

粧
し
た
頬
に
涙
を
流
し
て
暗
い
た
。
今
日
は
漠
朝
の
後
宮
の
宮
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女
だ
が
、
明
日
は
胡
の
地
の
妾
と
な
る
の
だ
。

社
甫
の
詩
は
、
古
跡
「
昭
君
村
」
を
主
題
と
す
る
が
、
李
白
の
詩

は
「
築
府
詩
」
で
あ
り
「
王
昭
君
」
の
悲
惨
な
生
涯
が
中
心
で
あ
る
。

漢
土
出
費
と
胡
地
で
の
死
浸
、
生
と
死
の
重
な
る
悲
劇
に
重
酷
を
お

い
て
い
る
。
し
か
し
詩
中
に
は
「
青
塚
」
以
外
に
社
甫
と
同
じ
く

「
月
」
「
園
書
一
」
(
書
一
園
)
「
青
塚
」
「
胡
l
」
ま
た
「
明
妃
」
が
用
い

ら
れ
、
西
嫁
(
北
嫁
)
の
事
情
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
第
二
首
は

出
立
の
様
子
と
今
日
明
日
の
急
縛
直
下
の
運
命
の
激
饗
を
簡
潔
鮮
明

に
表
現
す
る
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
李
白
の
詩
の
制
作
時
期
は
分
明

で
な
い
。
ま
た
「
梁
府
詩
」

で
も
あ
る
の
で
、
社
甫
の
「
詠
懐
古

跡
」
と
の
前
後
に
つ
い
て
は
決
め
が
た
い
も
の
が
あ
り
は
す
る
が
、

李
白
・
社
甫
の
こ
ろ
に
は
「
王
昭
君
」
に
閲
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
形
象
⑧
⑨
 

化
が
か
な
り
定
着
し
て
い
く
方
向
に
あ
っ
た
と
一
三
一
口
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
王
昭
君
の
墓
は
後
に
奉
げ
る
白
居
易
の
「
青
塚
」
の
詩
の
中

に
も
見
え
る
よ
う
に
「
昭
君
墓
」
と
稀
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
先
立

⑬
 

つ
も
の
と
し
て
常
建
に
「
昭
君
墓
」
の
詩
が
あ
る
。

「
王
昭
君
の
墓
」
は
杜
佑
の

『
通
典
』
巻
一
七
九
・
州
郡
九
に
見

え
る
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
「
麟
懐
元
年
、
者
一
宮
中
都
護
府
を
改
め
て

以
て
草
子
大
都
護
府
と
す
。
将
一
。
」
(
牒
は
余
河
豚
)
と
あ
り
、
「
長

城
有
り
、
金
河
上
城
、
紫
河
及
び
象
水
有
り
て
、
又
た
南
流
し
て
河

に
入
る
。
李
陵
墓
・
王
昭
君
墓
。
」
と
、
金
河
牒
に
「
李
陵
墓
」
「
王

昭
君
の
墓
」
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

「
明
妃
」
の
と
こ
ろ
で
暢
れ
た
が
白
居
易
に
昭
君
の
墓
「
青
塚
」

を
詠
ん
だ
詩
が
あ
り
、
こ
の
「
調
論
」
の
意
が
こ
め
ら
れ
た
三
十
二

で
あ
る
。

句
の
長
篇
の
詩
は
、
王
昭
君
の
墓
を
詠
じ
た
詩
と
し
て
は
最
も
詳
細

青
塚

上
有
飢
雁
競

下
有
枯
蓬
走

+
叫
に
ザ
ピ
哨
団
法
居
室
長

一
掬
沙
培
壊

停
是
昭
君
墓

埋
閉
蛾
眉
久

凝
脂
化
矯
泥
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(
虫
色
二

-m)

さ
け

上
に
飢
雁
の
競
ぶ
有
り

下
に
枯
蓬
の
走
る
有
り

一正
掬正
のた
i少さる
培lf遺
壊ろ信
う 三三子

の
裏

惇
う

是
れ
昭
君
の
墓
と

蛾
眉
を
埋
閉
す
る
こ
と
久
し

凝
脂
は
化
し
て
泥
と
矯
り



鉛
貸
出
復
何
有

唯
有
陰
怨
気

時
生
墳
左
右

欝
麓
如
苦
霧

不
随
骨
舘
朽
」

婦
人
無
他
才

栄
枯
繋
餌
否

何
乃
明
妃
命

濁
懸
童
工
手

丹
青
一
註
誤

白
黒
相
紛
札

逐
使
君
眼
中

西
施
作
ぼ
母

同
情
傾
寵
幸

異
類
矯
配
偶

耐
一
帽
安
可
知

美
顔
不
如
醜
」

何
言
一
時
事

鉛
黛

復
た
何
か
有
る

唯
だ
陰
怨
の
気
有
り

時
に
墳
の
左
右
に
生
ず

欝
欝
と
し
て
苦
霧
の
如
し

骨
に
随
っ
て
錆
朽
せ
ず

婦
人

耕他
否才
に無
繋かし
か
る

築
中古
何
ぞ
乃
ち
明
妃
が
命

濁
り
重
一工
たの
び手
註?:に
誤ご懸
しか
れ
る

丹
青
白
黒

円
口
、
、
刀

l
u
L
q

キ
し

r示、す

同f西遂
憐t施に
を君
摸ほの
母ぽ眼
と中
作を
さし
して
む

寵
幸
を
傾
け

異
類

配
偶
と
震
る

示品
市品

安
ん
ぞ
知
る
べ
け
ん

美
顔

醜
に
如
か
ず

何
ぞ
一
時
の
事
を
言
わ
ん

杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
之
三
(
西
村
)

可
戒
千
年
後

特
報
後
来
妹

不
須
情
眉
首

旺
凶
器
羊
白
リ
交

h
盟

'd却す
向
同

4
イ
J
仲
耳
八
i

L一一

嫁
作
貧
家
婦

不
見
青
塚
上

行
人
馬
法
酒

須特千
らに年
く後の
眉来後
首のを
を妹戒
f奇Eにむ
る報ベ
ベずし
か
ら
ず

辞
す
る
こ
と
無
か
れ

刑
叙
を
描
み

嫁
し
て
貧
家
の
婦
と
作
る
を

見
ず
や
馬
に青
酒塚
をの
i桑Z上
くれ

を

行
人

の
墓
」
と
栴
し
て
い
る
。

昭
君
の
墓
を
、
詩
の
題
に
は
「
青
塚
」
ま
た
詩
の
中
で
は
「
昭
君

105 

正
立
に
た
る
遺
地
の
雪
の
中
の
砂
の
小
山
「
沙
培
壊
」
は
「
昭
君
の

墓
」
で
そ
の
墓
上
に
「
陰
怨
の
気
」
が
立
ち
こ
め
て
い
る
と
い
う
。

次
に
は
、
書
工
の
手
に
始
ま
っ
た
昭
君
の
不
運
の
顛
末
を
具
躍
的
に

述
べ
て
、
繭
一
帽
の
貼
で
は
美
女
が
醜
女
に
勝
る
と
は
限
ら
な
い
、
そ

の
よ
き
典
型
が
遺
地
の
「
青
塚
」
に
眠
る
昭
君
で
あ
り
、
後
宮
入
り

L一一

し
て
「
青
塚
」
と
な
る
よ
り
は
「
貧
家
の
婦
」
と
な
る
ほ
う
が
ま
し

類
し
て
い
る
。

だ
、
と
警
告
を
護
し
て
い
る
。
白
居
易
は
こ
の
詩
を
「
誠
議
」
に
分
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こ
こ
に
奉
げ
た
三
首
の
詩
、
「
昭
君
村
を
過
ぎ
る
」
は
「
感
傷
」
、

「
峡
中
の
石
上
に
題
す
」
は
律
詩
(
絶
句
)
、
「
青
塚
」
は
「
調
論
」

の
部
類
に
そ
れ
ぞ
れ
配
し
て
い
る
が
、
同
じ
時
期
(
元
和
十
四
年
)

に
江
州
か
ら
忠
州
へ
の
量
移
の
援
の
途
中
で
作
ら
れ
た
詩
で
あ
り
、

杜
甫
ま
た
李
白
の
詩
に
よ
り
順
次
形
成
さ
れ
た
「
王
昭
君
」
像
を
纏

承
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
と
言
え
る
。

豆
亘
圃
」
と
「
月
夜
魂
」

社
甫
の
「
詠
懐
古
跡
」
の
詩
の
後
半
の
四
句
の
最
初
は
、
諸
注
に

一
言
う
よ
う
に
『
西
京
雑
記
』
『
世
説
新
語
』
に
見
え
る
「
霊
園
」
ま

た

「
重
工
」

の
話
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
第
六
句
に
は
、
庚
信
の

「
明
君
詞
」
(
「
楽
府
詩
集
』
巻
二
九
相
和
歌
辞
)
の
「
胡
風
骨
に
入
り

て
冷
や
や
か
に
、
夜
月
心
を
照
ら
し
て
明
ら
か
な
り
、
方
に
琴
上
の

由
を
調
べ
て
、
同
相
生
じ
て
胡
茄
の
撃
に
入
る
」
を
仇
兆
費
は
奉
げ
て
い

る
。
不
明
確
で
は
あ
る
が
閲
連
性
を
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
、
と

い
う
程
度
だ
が
他
に
適
切
な
先
例
を
見
い
だ
す
の
は
困
難
で
あ
る
。

「
月
夜
の
魂
」
の
表
現
に
は
他
に
何
か
擦
る
所
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
の
が
筆
者
の
未
解
決
の
課
題
で
あ
る
。

最
後
の
二
句
に
つ
い
て
は
、

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
「
琵
琶
」

「
胡
語
」
「
怨
恨
」
「
曲
中
」
か
ら
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
晋
の
石

で
あ
ろ
う
。
前
者
は

崇
の
「
王
明
君
詞
」
、
音
の
孔
桁
の

『
丈
選
」
巻
二
十
七
・
「
梁
府
」
に
「
王
明
君

詞
」
と
し
て
、

『
琴
操
』
と
考
え
る
の
は
容
易

『
玉
蓋
新
詠
集
』
巻
二
及
び

『
梁
府
詩
集
』
巻
二
十

九
・
相
和
歌
辞
に
は
「
王
明
君
」
の
題
に
よ
り
載
せ
て
い
る
。
後
者

の
『
琴
操
」
は

『
梁
府
詩
集
」
巻
五
十
九
・
琴
曲
歌
辞
、
「
昭
君
怨
」

と
も
に
「
昭
君

の
「
楽
府
解
題
」
に
見
え
る
。
王
昭
君
の
経
歴
と
服
毒
死
の
結
末
と

帝
の
始
め
遇
せ
ら
れ
ざ
る
を
恨
み
、
乃
ち
「
怨
思

の
歌
」
を
作
る
」
と
記
す
。
「
怨
蹟
思
惟
の
歌
」
ま
た
「
昭
君
怨
」
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る
(
『
梁
府
詩
集
』
王
婚
)
と
い
わ
れ
る
次
に
奉
げ
る
四
言
の
古
詩
で
あ

昭
君
怨

秋
木
萎
萎

主
ハ
+
世
木
英
李
首
(

有
烏
庭
山

集
子
萄
桑

王
婚

秋
木

萎
萎
た
り

立
(
廿
莱

萎
責
す

鳥
有
り

山
に
慮
る

直
桑
に
集
ま
る



養
育
毛
羽

形
容
生
光
」

既
得
升
雲

上
遊
曲
房

離
宮
絶
瞳

身
瞳
推
戴

思
念
抑
沈

不
得
額
損
」

難
得
委
食

心
有
佃
僅

我
濁
伊
何

改
往
壁
常

闘
闘
之
燕

遠
集
西
売
」

高
山
峨
峨

河
水
決
決

父ぷ
7

母
ふ
7

遁
里
悠
長

毛
羽
仰
を
養
育
し

鳴
呼
哀
哉

哀
し
い
か
な

鳴
呼

牙5
~ 

廿

光
を
生
、
ず

L一一

憂
心
側
傷
」

憂
心

側
傷
す

L一一

既
に
雲
に
升
る
を
得

上

二
十
四
句
の
長
篇
詩
だ
が
、
前
宇
十
二
句
は
漢
宮
に
い
た
首
時
に

曲
房
に
遊
ぶ

宮
を
離
る
る
こ
と
絶
蹟

帝
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
時
の
こ
と
、
後
半
十
二
匂
は
胡
の
地
旬
奴

身
瞳

擢
戒
し

に
あ
っ
て
故
郷
の
父
母
に
封
す
る
望
郷
の
悲
傷
の
情
を
詠
う
内
容
で

思
念

抑
沈
し

あ
る
。

額
頑
す
る
を
得
ず

こ
の
「
怨
思
之
歌
」
(
「
怨
膿
思
惟
の
歌
」
)
が
王
昭
君
の
自
作
か
ど

L一一

委
食
す
る
を
得
と
難
も
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う
か
、
ま
た
社
甫
が
「
詠
懐
古
跡
」
の
末
句
に
い
う
「
怨
恨
曲
」
は

心
佃
律
す
る
有
り

こ
の
「
恕
思
の
歌
」
を
指
す
の
か
ど
う
か
は
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
だ

我
濁
り
伊
れ
何
ぞ

が
、
必
ず
し
も
特
定
の
曲
(
詩
)
を
想
定
し
な
く
と
も
よ
い
と
考
え

往
を
改
め
常
と
蟹
わ
る

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ

『
分
門
集
註
社
工
部
集
』
、
ま
た

闘
嗣
た
る
燕

『
杜
少
陵
詳
註
』
な
ど
、

遠
く
西
売
に
集
ま
る

L一一

ほ
と
ん
ど
の
注
緯
書
は
こ
の
「
怨
思
の

歌
」
(
「
怨
蹟
思
惟
の
歌
」
「
昭
君
怨
」
)
を
奉
げ
て
い
る
。
筆
者
の
疑
問

は
、
二
十
四
句
の
長
篇
詩
で
は
あ
る
が
「
古
詩
十
九
首
」
の
詩
の
調

高
山

決号峨
J央号峨
fこ Tこ
りり

べ
に
類
似
す
る
も
の
を
感
知
す
る
か
ら
で
あ
る
。

河
水
父
よ
母
よ

遁
里

悠
長
た
り

杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
之
三
(
西
村
)
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お

わ

り

社
甫
の
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
の
詩
は
、
「
王
昭
君
」
に
ま
つ
わ
る

事
跡
を
題
材
に
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
が
、
後
の
「
王
昭
君
」
閲
連
の

詩
に
輿
え
た
影
響
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
前
漢

の
元
帝
の
時
代
に
起
き
た
特
殊
な
歴
史
的
事
件
は
賓
際
の
史
賓
で
あ

る
と
同
時
に
そ
の
特
殊
性
ゆ
え
に
丈
撃
の
世
界
の
題
材
と
し
て
護
展

し
て
い
き
、
時
代
を
追
う
ご
と
に
「
王
昭
君
」
像
は
膨
張
し
て
い
っ

た
。
六
朝
時
代
に
は
正
史
の
記
述
を
は
る
か
に
越
え
て
多
種
多
様
の

「
王
昭
君
」
像
の
掻
張
が
あ
っ
た
こ
と
が
珠
相
心
さ
れ
る
。
耳
目
の
石
崇

の
「
王
明
君
詞
」
、
孔
桁
の

『
琴
操
』
、
葛
洪
の

『
西
京
雑
記
』
、
宋

の
劉
義
慶
の

『
世
説
新
語
』
等
の
「
王
昭
君
」
像
を
経
て
、
唐
代
で

は
初
唐
の
こ
ろ
か
ら
「
王
昭
君
」
を
題
材
と
す
る
詩
が
詠
ま
れ
て

い
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
詩
の
中
で
社
甫
の
「
詠
懐
古
跡
」
の
「
王
昭

君
」
の
詩
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
王
昭
君
」
詩
の
総
括
的
な
詩
作
で

あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
律
詩
の
詩
型
で
の
「
王
昭
君
」
詩
が

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
二
句
ご
と
に
四
つ
の
事
項
が
詠
み
こ
ま
れ
て
、

過
去
の
「
王
昭
君
」
像
を
簡
潔
明
瞭
に
網
羅
し
た
律
詩
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
「
詠
懐
古
跡
」
の
詩
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
王
昭
君
」

像
が
継
承
さ
れ
て
題
材
提
供
の
分
野
が
さ
ら
に
掻
張
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
最
初
の
継
承
者
は
白
居
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

白
居
易
の
「
誠
誌
」
の
詩
が
杜
甫
の
一
吐
曾
的
世
相
を
封
象
に
し
た

詩
の
影
響
を
受
け
て
い
る
面
に
つ
い
て
の
論
争
は
数
多
い
が
、
「
王

昭
君
」
像
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
も
社
甫
の
影
響
を
受
け
た
白
居
易

の
一
面
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
て
お
き
た
い
の
が
こ
の
小
論
の
主
旨

で
あ
る
。

註①
底
本
は
『
分
門
集
註
杜
工
部
詩
』
を
用
い
た
。
一
、
二
、
三
の
詩
は

本
書
で
は
「
懐
古
」
(
各
十
三
)
の
門
、
四
及
び
王
の
詩
は
「
陵
廟
」

(
巻
六
)
の
門
に
分
け
て
牧
め
る
。
仇
兆
楚
の
「
詳
註
」
に
は
誤
字
が

か
な
り
あ
る
の
で
、
多
少
の
誤
字
は
あ
る
が
こ
れ
を
底
本
と
し
た
。

②
「
昭
君
村
」
は
「
負
薪
行
」
の
詩
に
、
ま
た
「
昭
君
宅
」
は
「
大
暦

三
年
春
:
:
:
」
の
詩
に
見
え
て
い
る
。
な
お
、
「
明
君
」
は
、
耳
目
の
司

馬
昭
の
名
を
避
け
て
「
明
君
」
と
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
下
工
沫
も
こ
の
詩
を
奉
げ
る
。

④
李
白
の
「
陽
春
を
愁
う
の
賦
」
に
「
明
妃
玉
塞
、
楚
客
楓
林
」
o

ま

う
て
ん

た
「
子
聞
の
採
花
」
の
詩
に
「
子
関
採
花
の
人
、
自
ら
一
言
、
つ
花
相
似
た

108 



り
と
、
明
妃
一
一
明
曲
し
て
胡
に
入
り
、
胡
中
の
美
女
差
多
く
し
て
死
す
。

め
レ
】
ゆ

乃
ち
知
る
漠
地
に
名
妹
多
く
、
胡
中
に
花
無
し
。
方
比
す
可
き
無
し
」

な
ど
。

⑤
白
出
易
の
「
昭
君
怨
」
の
詩
に
「
明
妃
の
風
貌
最
も
鰐
停
た
り
、
合

に
板
房
に
在
り
て
四
星
に
庭
ず
べ
し
」
o

ま
た
「
春
琵
琶
を
聴
き
、
品
兼

ね
て
長
孫
司
戸
に
筒
す
」
の
詩
に
も
「
四
絃
琵
琶
の
啓
に
似
ず
、
:

舌
頭
の
胡
語
苦
だ
醒
醒
た
り
、
:
:
:
、
明
妃
の
虜
廷
を
厭
う
を
訴
う
る

に
似
た
り
」
と
あ
る
。

⑥
『
漢
書
」
虫
色
九
・
一
冗
帝
紀
に
、
「
元
帝
の
克
寧
元
年
春
正
月
、
呼
韓
邪

草
子
来
朝
す
。
披
庭
の
王
婚
に
詔
し
て
、
悶
氏
と
潟
す
」
0

『
琴
操
』

(
『
楽
府
詩
集
』
径
五
十
九
・
琴
曲
歌
辞
)
に
「
昭
君
怨
」
王
婚
。
『
漢

書
』
巻
九
十
四
・
何
奴
停
に
「
克
寧
元
年
、
車
子
復
入
朝
す
。
耀
賜
初

め
の
如
し
。
衣
服
錦
吊
紫
を
加
う
。
皆
黄
龍
の
時
に
倍
す
。
草
子
自
ら

言
、
っ
、
願
わ
く
は
漠
氏
に
靖
た
り
て
自
ら
親
し
む
。
一
冗
帝
、
後
宵
の
良

家
の
子
王
培
、
ハ
子
は
昭
君
を
以
て
草
子
に
賜
う
」
0

『
後
漢
童
日
』
巻
八
十

九
・
南
旬
奴
俸
に
「
知
牙
師
な
る
者
は
、
王
昭
君
の
子
な
り
。
昭
君
、

字
は
婚
、
南
郡
の
人
な
り
。
初
め
、
元
帝
の
時
、
良
家
の
子
を
以
て
選

ば
れ
て
披
庭
に
入
る
。
時
に
時
韓
邪
間
早
子
来
朝
し
、
帝
赦
し
て
宮
女

五
人
を
以
て
之
を
賜
う
。
昭
君
宮
に
入
り
て
数
歳
、
御
せ
ら
る
る
を
得

ず
、
悲
怨
を
積
も
ら
せ
、
乃
ち
披
庭
に
請
い
て
行
く
こ
と
を
求
め
し
む
。

呼
韓
邪
草
子
大
舎
を
辞
す
る
に
臨
み
、
帝
五
女
を
召
し
て
以
て
之
を

一
不
す
。
昭
君
豊
容
観
飾
、
漢
宮
を
光
明
し
、
顧
影
斐
回
し
て
、
左
右

を
棟
動
す
。
帝
見
て
大
い
に
驚
き
、
意
之
を
留
め
ん
と
欲
す
、
而
れ

杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
之
三
(
西
村
)

ど
も
信
を
失
う
に
難
し
。
遂
に
旬
奴
に
奥
う
。
二
子
を
生
む
。
呼
韓
邪

の
死
す
る
に
及
び
、
其
の
前
の
悶
氏
の
子
代
わ
り
て
立
ち
、
之
を
妻
に

せ
ん
と
欲
す
。
昭
君
上
書
し
て
跨
る
こ
と
を
求
む
。
成
帝
勅
し
て
胡
俗

に
従
わ
し
む
。
遂
に
復
た
後
の
草
子
の
悶
氏
と
矯
る
」
0

『
西
京
雑
記
』

巻
二
、
「
書
工
棄
市
」
に
、
「
濁
り
王
婚
の
み
白
ら
容
貌
を
侍
み
て
、
奥

う
る
を
肯
ん
ぜ
ざ
れ
ば
、
工
人
乃
ち
醜
く
之
を
書
一
き
、
遂
に
見
ゆ
る
を

得
ず
。
後
に
旬
奴
入
朝
し
て
、
美
人
を
求
め
悶
氏
と
翁
さ
ん
と
す
。
是

こ
に
於
い
て
、
上
、
闘
を
案
じ
、
昭
君
を
以
て
行
か
し
め
ん
と
す
」
0

『
世
説
新
語
」
賢
媛
篇
に
「
王
明
君
姿
容
甚
だ
麗
わ
し
く
、
志
有
も
求

め
ず
。
工
遂
に
段
ち
て
其
の
肢
を
潟
す
。
後
旬
奴
来
た
り
和
し
、
美
女

を
漢
帝
に
求
む
。
帝
、
明
君
を
以
て
行
に
充
つ
」
。
石
崇
「
王
明
君
詞
」

(
『
文
選
』
虫
色
二
十
七
・
築
府
上
)

0

『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
九
・
相
和

歌
辞
、
楽
府
題
に
「
王
明
君
詞
」
「
主
昭
君
」
「
明
君
詞
」
な
ど
。
虫
色
五

十
九
・
琴
曲
歌
辞
、
印
刷
米
府
題
に
「
昭
君
怨
」
「
明
妃
怨
」
な
ど
が
あ
る
。

⑦
『
分
門
集
註
社
工
部
詩
』
に
は
、
「
杜
H
く
、
草
子
銑
に
死
し
、
子
達

立
つ
。
昭
君
遣
に
謂
い
て

H
く
、
持
に
漠
潟
ら
ん
か
、
絡
に
胡
矯
ら
ん

か
。
日
く
胡
篇
ら
ん
。
是
に
於
い
て
昭
君
服
毒
し
て
死
す
。
草
子
園
を

挙
げ
て
之
を
葬
る
。
胡
中
に
白
草
多
く
し
て
、
此
の
家
濁
り
青
し
。
前

代
の
詞
人
震
に
歌
詩
を
作
り
て
以
て
之
を
弔
う
o
」
と
杜
氏
の
説
を
引

用
し
て
い
る
。

⑧
『
幾
府
詩
集
』
巻
二
十
九
・
相
和
歌
辞
に
も
牧
め
る
。

⑨
王
昌
齢
の
「
筆
篠
引
」
に
、
「
一
遷
客
有
り
て
高
楼
に
登
る
、
言
わ

ず
{
株
ね
ず
笠
筏
を
弾
く
。
弾
き
て
前
門
桑
葉
の
秋
を
作
す
、
風
沙
淵
州
知
明

109 



中
園
文
学
報
第
八
十
二
一
冊

た
り
青
塚
の
頭
。
」
(
『
幾
府
詩
集
』
に
は
未
牧
で
あ
り
、
制
作
時
も
不

詳
o
)

、
ま
た
倦
岐
然
の
「
王
昭
君
」
の
詩
に
も
「
黄
金
買
め
ず
漢
宮
の

貌
、
青
塚
空
し
く
埋
む
胡
地
の
魂
」
と
「
青
塚
」
の
語
が
見
え
る
。

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
九
所
取
)
。

⑬
常
建
の
「
昭
君
墓
」
の
詩
に
「
漠
宵
量
に
死
せ
ず
や
、
異
域
に
濁
り

浸
す
る
を
傷
む
O
i
-
-
-
共
に
恨
む
丹
青
の
人
、
墳
上
に
明
月
を
突
す
」

と
い
、
っ
。

⑪
注
⑥
の
「
西
京
雑
記
』
、
『
世
説
新
語
』
0

⑬
仇
兆
禁
は
庚
信
の
詩
題
を
「
昭
君
詞
」
と
す
る
。

※
「
昭
君
村
」
及
び
「
王
昭
君
の
墓
」
は
現
在
も
存
在
し
、
「
昭
君
村
」

は
今
の
湖
北
省
興
山
燃
の
東
北
、
亙
峡
の
東
岸
に
あ
り
観
光
の
名
所
に

な
っ
て
い
る
。
「
王
昭
君
」
の
幕
は
現
在
の
内
蒙
古
白
治
匝
呼
和
浩
特

市
玉
泉
匡
の
南
郊
、
黒
河
の
南
岸
に
あ
る
。
一
九
七
0
年
代
に
再
改
築

さ
れ
た
も
の
で
、
王
昭
君
及
ぴ
呼
韓
邪
草
子
の
馬
上
の
青
銅
の
塑
像
が

あ
り
、
陵
墓
公
園
に
な
っ
て
い
る
。


